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知事選政策にかかわる資料  

 

＜全体＞  

  兵庫県民のくらしは全国で何番目？  

  ２２年  ２４年 

1 財政力指数  １２  １０ 

2 勤労世帯の実収入（２人以上世帯）  ３６  ４４ 

3 勤労者世帯の消費支出（同上   ）  ３３  １７ 

4 県内就業者比率（対全就業者）  ４１  ４３ 

5 老人福祉費（６５歳以上  一人あたり  県市町計） ３２  ２４ 

6 介護老人福祉施設数（６５歳以上人口あたり  県市町計）  ４１  ４１ 

7 老人ホーム数（６５歳以上  人口あたり ４４  ３９ 

8 児童福祉費（１７歳以上  一人あたり  県市町計） ３２  ３２ 

9 認定こども園（０～５歳  人口あたり）  １３  １９ 

10 教育費（一人あたり  県市町計） ４１  ４１ 

11 高校数（１５～１７歳  人口あたり） ４１  ３８ 

12 中学校数（１２～１４歳  同上） ４１  ４１ 

13 小学校数（６～１１歳  同上） ４０  ３９ 

14 高校生徒数（教員一人あたり  その数の少ない順位）  ３６  ３４ 

15 中学校生徒数（  同上      同上  ） ３９  ３９ 

16 小学校児童数（  同上      同上  ） ３８  ３８ 

17 図書館数（人口あたり）  ４３  ４３ 

18 一般病院数（同上） ２７  ２６ 

19 救急自動車数（同上） ４１  ４１ 

20 消防吏員数（同上） ４４  ４３ 

21 災害復旧費（一人あたり  県市町計） ２９  ３７ 

     

 

＊総務省「統計で見る都道府県のすがた  ２０２２・２０２４」から作成  

＊いずれもその年の２月のデータ  したがって２２年は井戸知事作成最後の２１年度予算   

２４年は齋藤知事作成２回目の２３年度予算  
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公契約条例は地域経済の活性化のため  
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中小企業支援を強め、地域経済を守る  
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中小企業活性化政策の趣旨  

① 利益が少ない中小企業は従業員の雇用継続が困難となっています。さらにこの間の

市場での賃金上昇に対応できず、雇用の確保も困難となり人手不足にも陥っていま

す。これらの状況を改善のために、賃金上昇分への直接支援を緊急におこないます。 

② 市場取引の見本となるべき、公共事業が、各事業者の様々な事情によるダンピング等

の影響を受け、下請けである中小企業は、従業員の最低賃金も確保できない状況とな

っています。これらの状況を改善するために、公契約条例を制定して公共事業の発注

にあたり、最低賃金確保を義務付けるなどの様々なルールづくりをおこないます。  

③ 全事業所の 98％・従業員数 83％を占める中小企業への予算を抜本的に拡充し、地域

経済の活性化をはかります。  

④ 長引く原材料・物価高騰により、利益率がただでさえ低い中小企業は窮地に立たされ

ています。利益が急激に減少している中小企業に早急な直接支援をおこないます。  

⑤ 全国 330 自治体で導入されている「住宅リフォーム助成制度」により、「支援がある

からリフォームに踏み切った」など、助成額に対して工事総額が数倍から数十倍に上

るなど経済波及効果が生まれています。制度の実現で地域経済の活性化をはかりま

す。 

⑥ コロナ大不況を乗り切るために、多くの中小企業が「コロナ特別融資」を受けまし

た。今、その返済が本格的に始まり、原材料・物価高騰とのダブルパンチに「息切れ

倒産」が懸念されます。資金余力の乏しい中小企業への資金繰り緩和のために、「コ

ロナ特別融資」制度の、利子補給制度や保証料補助制度を創設します。  

また、その他の兵庫県制度融資に関しても、全事業所の 98％・従業員数 83％を占め

る中小企業に対する、継続的な支援として利子補給制度や保証料補助制度の創設を

おこないます。  

⑦ 原材料・物価高騰への最も効果的な経済政策は消費税 5％への引き下げです。また昨

年 10 月に導入されたインボイス制度により売上 1000 万円以下の最も小規模な事業

者に新たな負担が押し付けられています。小規模な事業者の多くは、地域の生活者で

あり消費者です。地域経済活性化のために、国に対し消費税 5％引き下げ、インボイ

ス制度の即時廃止を求めていきます。  

⑧ 大規模な大型公共事業の発注は、最小限におさえ、生活関連、維持・補修の公共事業

を地域事業者に分離・分割発注することを徹底することで、地元中小企業の仕事確

保、県民生活を守ります。  

⑨ 県外からの大企業誘致については、撤退時の地域への甚大な影響や、利益は地域外へ

移転してしまうなど、地域経済にとって最善策とはいえません。現在、営業している

中小企業の販路拡大・技術承継・後継者づくりなど営業継続の支援に力を入れます。 

⑩ 県外から大企業を誘致しても、利益が出なければ、地域経済を無視した一方的な工場

閉鎖・撤退などが見受けられます。大企業に地域貢献を求めます。  

⑪ 兵庫県の発注する公共事業が、地元の小規模企業者が公平に受注できる仕組みとし

て、小規模事業者登録制度を創設します。また、発注の際にも分離・分割発注を徹底

し、小規模事業者が受注できるよう改善します。  

⑫ 利益率の低い中小企業・小規模事業者にとって、社会保険料の負担率が高く、営業を

圧迫しています。負担率の引き下げ等の改善を国に要望します。  
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国民保険料・介護保険料について  
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子どもの医療費無償化を県制度へ  
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県内自治体独自支援は１４自治体  

高齢者補聴器購入補助を県制度に！  
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地域の医療提供体制を充実させます  

病床削減一辺倒でなく  
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保健所の半減によりコロナ対応に大きな支障  

保健所は人口１０万人あたり一カ所を基本します。  
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高校統廃合について  

現在進められている高校の統廃合計画は撤回します。  
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給食費無償化を県制度で  

一般会計の０．６％で、県下の小中学校の給食費を無償にできます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆福崎町は国交付金で 2024 年 4 月より 6 カ月間無償化  
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学校の全教室(特別教室も含む)、体育館にエアコンを設置  

エアコン設置で子どもたちのいのちを守ります。  
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気候危機打開へ  
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不要不急の高速道路はやめます  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


